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学校支援ボランティア通信 

 

広げよう！広がろう！学校の応援団 
 

甲 

本事業に取り組んで 9 年目を迎える甲田地区の甲田小学校の活動を紹介します。 

甲田小学校は、外国語活動や理科の学習、環境整備、登下校の安全見守り、部活動指導

等に幅広く学校支援活動を取り入れています。今回はその中から、クルーズ客船で青森市

を訪れた外国の方々との交流会の様子と、ゲストティーチャーによる 4 年生の理科の授

業の様子を紹介します。 

第 31号 

外国のお客様との交流会 

 

4 年生から 6 年生の理科の授業は、ゲスト

ティーチャーとして前校長の西村先生が協

力してくださっています。担任と 2 人で授業

を行い、準備や片付け、児童一人ひとりの反

応を大事にしながら、毎回楽しい学習を展開

しています。 

５校時は、クルーズ客船で青森に寄港した外国

のお客様と、交流活動を行いました。全校児童参

加の交流会は、お客様による客船内の様子の紹介

や児童からの質問等がありました。全校合唱のプ

レゼントに、お客様たちはとても感激していまし

た。 

6 校時は、6 年生の「外国語」の授業に加わっ

ていただきました。英語による、子どもたちの趣

向を凝らした日本の紹介がとても楽しく行われ

ていました。 

甲田小学校では、年間を通して学習ボランティ

ア(市の国際交流団体所属)のお手伝いをいただ

き、外国語活動や国際理解教育を進めています。 

 

ゲストティーチャーとの理科の授業 
 

田 小 学 校 

本校は、学校支

援事業の体制が整

っていて、保護者

も町会もとても協

力的です。地域ね

ぶたや外国語の学

習をはじめ、色々

な方々と接する活

動ができ、とても

助かっています。 



 

 

研修は、①学校のニーズを引き出すための活動 ②学校のニーズ具現のための活動 
③ボランティア募集のための活動 ④ボランティアを絶やさないための活動の４つの
視点から、事例発表と協議を行いました。参加されたコーディネーターの皆様から、日
頃の実践を踏まえた活発で熱い発表がたくさんありました。課題を共有しながら、建設
的な意見を出し合うことによって、今後の実践へのヒントを得た様子でした。 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和元年度第２回 

学校支援コーディネーター 
研修会の様子 

 

１１月 25 日(月)に学校支援コーディネーター
の研修会を開催しました。事例発表とその発表を
中心としたフロアーセッション、グループトーク
では活発な意見交換がなされました。 

 

 

 

文部科学大臣表彰 浦町地区学校支援地域本部 
地域全体で次代を担う子どもたちを育成をするために、地域と学校が

連携・協働し、幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で未来を担う

子供たちの成長を支え、地域を創生する活動に贈られるものです。 

今年度、浦町地区学校支援地域本部の 11 年間の活動について、表彰

されました。 

この表彰を期に、地域全体で子どもたちの成長を支えていく活動の更

なる推進につなげていきたいと思います。 
 

 
浦町地区の小・中学校 

■浦町中学校 ■堤小学校 ■莨町小学校  
■橋本小学校 ■浦町小学校 
 
 

 

青森県教育委員会主催の研修会が開催されます。 

■日時 令和 2年 1月 10 日(金)13:00～15:45 

■場所 県総合社会教育センター(青森市大字荒川) 

※学校へ、チラシと申込書が配布されていま 

す。先進的な取組を知り、活動に生かしませんか。 

 

 

 

学校訪問について 
9 月から学校訪問をさせてい

ただいているところです。多忙な
中、校長はじめ教頭先生やコーデ
ィネーターから色々な取組の様
子を聞かせていただいておりま
すが、事業推進が確実になされて
いることを実感しております。 

 

足繁く学校に行き、校

長先生はじめ、先生方

と話す機会を多くす

ることが大事です。 

 

企画したことをプリン

トで示したり、保護者や

地域へ発信したりするこ

とに努力しています。 

 

ＱＲコードの活用や、地

域団体との連携も効果

があると思います。 

 

卒業生を持つ親との

繋がりを大事にし、ボ

ランティアが絶えない

ように働きかけていま

す。日頃のお礼や声が

けも効果があると思い

ます。 

 

日頃のお礼や声がけを

大事にしています。参加

者に活動に対して充実感

をもっていただくように

心がけています。 

 

今後はボランティア

のシェアができる体

制づくりも必要にな

ってくると思います。 

 

事例発表者 
★大野小学校・南中学校 
学校支援コーディネーター 岩本美和さん 

★新城中央小学校・新城中学校 
学校支援コーディネーター 金子昌子さん 

 
 

フロアーセッションの司会進行 
★戸山西小学校 
学校支援コーディネーター  

里村伸子さん 
 

ご案内 

 

問合せ 青森県教育庁生涯学習課地域連携推進グループ  
Tel  017-734-9890 

 

12 月 2 日の文部科学省での表彰式に

は、浦町中学校校長の石岡篤実先生と浦

町地区 CＳディレクターの工藤知久子さ

んが代表で参加しました。 

 


